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前楠市における学齢児並の数は，一郎の地区を除き，特に郊外に   

おいて，増加する傾向が見られます。市の南班珊に位置するノム帆   

朝倉地区ほ，人口の増加が急で，かねてより小学校址敲が望！まれ，   

市としても，後閃町に58年1月闘噸沌＝指して計画を進めて参りま   

した。しかし，周知のように同地区は，八帆」砧噸（国指定史跡），   

天神11古墳（蛸‘旨定史跡），亀塚卜1砧胡（’lけ指定史跡），金冠塚古   

墳，文殊山古墳等に代表される，恥ノ」でも有数の了！I●墳仰地′貼であり   

ます。学校鮎榊こ当たって虹：文化財保護の㍊虜購増帰されねばな   

りません。今回ほ学校建設に光正ら，校舎建設予尤他部分の確認調   

査を突灘し，同地l如こおける理成文旧けのイj●無な快調しました。こ   

こに，その成果の一肌を報菅劇します。  

木．調査を実施するに当たり，終始ご協ノ」くださった朝倉小学校関   

係者，朝倉児荊鮪のノノ々，公園紘肱軋 上本誹のノノ丞，及び炎暑の   

小で，汗出払銅冶に携わってくださった作業＝のノノ々に対して，厚く   

お礼を小し上げヨミす。  

本鞘蕾■おが期学の発展と地域の脾史／仰州′こ，少しでも宵与・する所   

があればヰ甚であります。  

職和58年 3 月311三1  

前橋市教育委員会   

教育長  金 井 博 之   



1．本糀告熟ま，前橋市立大神小学校建言如こ伴い，舶〕桐裾認調査した後閑遺跡の調査概報である。  

2．調査主体は，前梢市教育委員会である。  

3，確認調査の要項  

調査場所 前橋市後閃町50頚り也の1 仙25筆 全休塊模29，816†㌔のうち，当面の調査l面積  

は，1，940†Jβである。  

調査期間I昭和57年6月141三l～lI桐II57咋8月31‡l  

調査担当者 矧月 紀肌 木部仁川脚」鶴木 晋一，llり一日 信之  

4．本台の編集・執筆は，肋木晋一が担当した。  

5．確認誹随に参加したカ々は，次の泊りである。  

天田 玄乱 石川タカヨ，石井喜久Il二，遠藤キヌ江，金子 栄一，川和生日子，木島 茂雄  

後藤 照子，七五三水化江，閲頗さち了・，関税 辰肌 武井美枝子，立川志保千，山沢トシ子  

楠木 光子，三＝アサ子，三川 貞三，欠肌美津子  

6，調査馴＝H＝－は，地元のノノ々をはじめ，多くの方々の協力を戯し、た。牛如こ抑在甘酢鮎鋸酎こ際し  

ては，朝倉小学校校庭の一郎なイ刑I」させて卸、た。又，耕一粕淵抑回㌧ 確証偶の仙’lけ，朝倉児  

童飾のプJ々には大変お1蝋1になった。記して深謝する次第である。  
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Ⅰ 確認調査に至るまでの経緯  

前橋市立天神小学校建設串基肥伴う，建設地内の理臓文化財の碓認綱査に至るまでの新前の調  

整，協議の経揮及び結黒の概要は，以下のようである。   

l肛和53年11月 天川小学校吸び朝倉小学校の兄竜数の過据化の購消な目的として，新総合姫備  

計画（昭利53咋～62年鹿）に基づき，新設校の設ぼを計画し，γけ艮あてに建設  

川他の収伸いし出を打う。   

l桐1153年11月 就学区域等の睨1係から，地元との捌蝦を行い，予定地を検討する。  

～56年6月  

昭和56咋6月 現在地に校合建設が決定する。（前梢市後閑＝け50番地の1仙）  

昭和56年8月 教育委員会車務局側当誹問での協議により，遺柵の確認調査を実施することに  

なった。   

1榊157年1月 文化庁に対し，補助金坤制をし，確認訓硫を行うことになっ一ち。  

昭利57咋5月 教育委明会串務周担当課l川で，確認制査の実施時期，相川等の最終的な＝合せ  

をケi■った。   

1 追跡の位置と環境  

後閑遺跡は，前橋打後作‖＝j‘50番地の1他にある。当所は碑認調査‖中計では，水川・畑地・桑畑と  

なっていた。当地は，7けの北i甘部カゝら両班邦へ相状に伸びる『広附川l低地帯』（約2．3～3た椚の帽を  

持つ）と，それより一段高く高台をなす『11眉巧台地』（洪机憫はり成る）の接点ともいうべき所で  

ある。この他城は，かつて南亜流する利仙川の流路に当たっていた。利根の流れほ，赤城ILl他裾り  

の所から，その下方浸食と同時に，徐やに骨泄細りの前楠泥流埴㈲物を削って川幅を拡大し，台地の  

崖下に向かって移動し，現布の広嗣川l低地・服を造り【l二げた。現在の広礪川は，その最終河辺に当た  

っている。利仙川lが流路を月川三のように変えたのは，応永年聞（1394～1427）から天文8隼（15：i9），  

及び天文12咋（15′1ニう）の大洪水によるものとされている。   

また了l了裾也より後閑町，山王Illj▲，吏静町に至る臥l二には，l；Ⅰ然壌l別人の砂姉地形があり，利仙川  

沿いには，大別年問の浅‖り仙のl牲火物とノ出っれる火山岩屑が台地面上にあり，これも自然堤防状ザ  

地形な形状している。なお藤川，端ほ川lなど台地な而流する小河川沿いには浅い浸食谷も見られ  

る。当地はこのような椚造を持つ，前脚泊地＿との来訪弘 広醐ノ11低地用に隣接する所に位粧してい  

る。   

次に，木諷査地肌辺に存在する各雅史的文化財な概観し，同地の腑史的塀境について考えてみた  

い。同地は，ll′川129年からの日日寸合りHこよって，前輪前に編人された，『上川淵村』に屈する。現  

在までのところ，同地l塞lノ」では光二1二紬l封じ，糾文仲代の遺跡は確たる出現を見ない。   

弥生時代にl対してほ，後脚けの広猫用地付近で，宅地造成「いに『仰式土器』の鮎柁の山土を見  

た。班瀾軋 身と蓋とから成っており，身の頚部に汲状の椚l］文が施されている。州二l二状態は不I明  

－・－l一一   
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であるが，弥生式土帯の最末期に位田するものと思われる。この種の⊥裾は利仙川右岸の山川他に  

Il．1土例が多く，赤城1廿雨娩以東での発見例ほ甚だ少ない。同‖け付近からは他にも石川川式二日椙が廿  

土している。  

l甘地はかつて，手駒ノ勺でもイ了数の古墳群地朋であった。抜こ附り1lの右岸の低い毘の上にほ，l輔車域か  

ら旧上陽村の東掛こかけて，約5．5肋にわたり，幅約70¶もの帯状に連なる古墳胴が存fl三した。昭和  

10年の県下古墳一斉調査では，前橋市15姐 旧上川淵村113基，旧上」i捌こ両1端を数えた。しかし，  

戦前，戦小，戦後のIjり墾や，昭和30年以降餌割こなった祖也助成額業馴こより，大半は末渕ノたのま  

針平崩されてしまった。現礼 八幡lll古墳（剛旨定史跡），後閑天神川｛墳（蛸旨足史跡），他塚  

Il砧噸（調旨定史跡），金う正塚了！1‘吸，文珠‥砧1墳等に，当時のホ項押の片鱗せ磯うことが山来る。   

後l相方神山古墳は，古式の前訪後1ニリ蛾q）様相を示すものである。墳丘の全」支129肌，後lLJ部従75  

？几，前方榔幅68†几，くびれ相川剛5？Jも，後日部iミ‘J；さ9？Jb，前方部高さ7？托のJ毒大なものである。墳丘  

は三段に築かれ，項頂には直径約25偶にわ七ってれ敷きが施され，赤色伽料な韓ったイ川川l式二土器  

が配燈されていた。低調往こ穿孔のある，掛l緑の春型二付帯である。その批掛よ，奈良り．㌔桜井市の茶  

円11＝与墳のものに紬似し，埴輪l■膵伊匪減価濾胞来せる。理非施設服その内仏英辺7．8？托，畑辺1．4  

m，高さ1刑前後の巨大な鮎土榔である。糾鋭，釧嫉，太ノノ，碧玉製紡錘咄 槻等の刷新晶■．が発見  

された。又，墳百：の捕軋佃こほ伐仙川l蝕Il（1世紀ノシ1ミ51軋紀）によるC瞳イり習が検川されl叶古  

墳の築造年代は41胴乱初鍬と考えられる。以上のことから肺して，帖中頃は閻梁地方における叔古  
※往  

の前方後lリ墳とされている。   

八帆lけl●墳は，墳lて：のノlラが前プパ麦ノ／蛾という，全州でも数少ないものの－▲つであり，その人きさ  

においては全国一と言われる。！酎＼j＝u膏沌明つとノ闘っれ，二桁行政きの部分や鮎二卜を言．1iめた即好も  

仔L，川二卜■■■’霊■－もあったと伝えられるが，ほっきりしたことは不明で，来湖寮や凄まである。   

金冠塚古堺購㍉二畑叫l「古墳の南≠胤1．9ん渕の桝に位催する，肌穴式イJ2；主なもった前ノバ麦巨」雌であ  

る。朝鮮座州の二l二道塚かじ．パ＝－l∴した）止と醐似したものが発見さJt，かねてより子1三日されていた。昭  

和56イlご・雌の現境幣備車牒に什い，前橋巾教fデ委壬二1公が光州調性をh●・った。   

本7摘’f椰を偶数巨から裁たJ揚ヂ†，．ト休部に『殉閃石安l圧H』を加二l二して仙川しているものな指摘  

することが州来る。こけ石材は，尾困牒品：  

緋代が『浮イ＝潤れβ舟伏朽閃石安‥蘭』と称  

したものであり，榛名川のニッ岳のlリ■t火に  

什うl肌州物である（，紡錘状で，浮イ潤であ  

るため，イげ壬は快かく，加l二しやすい。こ  

のれ月刊川ーのイ・招く倒．う三つ古墳は，前橋市か  

ら埼玉県にかけての，ll三脚凧川流域に沿っ  

て分布しており，l腑l．i後，利仙川によって  

運搬されたものを仙l」した可能性が強い。  

地墳学等の研究によると，ニッ岳の噴火  

は，6世紀半過ぎと推定されるため，角閃  

・－1 二1－   



打払l膚便川の石室を持つ古墳は，研究上の一大メルクマールとなっている。 同地においても，そ  

の例を挙げることが川来る。   

不二山缶切（前方後Il」墳，文ノ拍＝」三丁仁り，山王大塚晶一塊（トl拍■i，‥．卜王l廿．消滅），上l陽第10号古  

墳（山王町，消滅），朝倉1号1土11墳（I■」墳，朝倉‖爪 消滅），朝倉】＝チ7！灘（l1J肌 朝創帖 消滅），  

朝倉Il卜号‾占●墳（朝倉‖り●，消滅），金兄塚古墳（前述），文殊l川打壊（lリ軋 山王町），狐塚古墳（円  

モ札 山王Ilけ）等である。   

このような膨しい1！1朝のイ川ミは，必射伽こイイカな或族と，それな支えた艮の〝在を連想させるで  

あろう。兼平年中（9：il～938），溺Ⅷ如こよって編纂された『倭名輔弼抄』の＿Hけ固の郡郷の部に，  

『朝倉』の名が見える。なお，大化改新時の如何の国司決定や際，交妙に当たった者として，『朝倉  

君』がいるが，これが棚倉の他にl期係すると止しわれる。【l∴制！fl軒む支配した上竜野君は，各地に一  

族を配したが，朝倉君も，おそらく－・族の一人であり，同地な徹したのであろう。『Ⅰ三l本書紀』大  

化2咋の記姉にほ，国司に対して，弓，ノ」，イけ等を捉供し，その財力の一肌な耕来せる箇所が見ら  

れ，『統l≡l本紀』延暦6年12月の条には，朝倉公家長が陸喫に印税を送るとある。同地から北西約  

3丸山に位促する六榊町拙畔十和こ軋放射軋 北大l■lj，南大l‖j，堂木箱寺院の存在を旭来せるもの  

が散見され，朝倉氏の氏寺としての意味を持つものと推測日舞る。以上述べ光ったところからして  

も，この地は▼＿L二毛野君の一族である  

朝倉君の一党が本拠とし．た所であ  

り，その閻俸欄・が多くの古墳を築造  

し，■古墳文化の井を咲かせたもので  

あろう。しかし，当地においては，そ  

れな決定づけか発抑制査の師例ほ，  

試射こ少ない。了用’tの訓納にしても，  

ヤ崩される寸l洞の累急の場合がほと  

んどであり，まして，†二l三脚跡等の銅  

査は伴無に等しかった。そのような  

状況下で，ll胴疇7年1月から3月に  

かけて粟施された『川仙遺跡』発掘  

調証ほ，旺l＝Ⅰすべきものと言えよ  

う。当胸査は，肌気川の河川改修に  

†れ、，椚明服灘満倭凪会が担当し  

た。遺跡ほ下佑鳥＝けにあれ肌気川  

町吏丹に位職していた。検＝された  

一一・1汗の†・＝パ・跡は，北西部分が離穴部  

まで，f■川lの浸食を受けて刷壊して  

いたが，規膜，闇J貯蔵穴，柱穴の  

構造及び川．－し二遺物の特徴から考え   

閻来地■ノノの条ユlゝ分布（三友牒旧吊邦氏による）  

－「雅史がつくった異観」より  

関東地力の粂川∴分∴和  

一 ▲1－  



て，古墳時代中期（鬼高期）のものであると考えられる。   

次に，『条里制』遺構の川題を検討したい。周知の如く，条里制は研究者によって，概念規定ほ  

まちまちであるが，古代国家のもとにおける基本的なニヒ地l夏山であり，班l＝l父授法を溶易かつlⅠ川∫j・  

ならしめるために設けられたものであることは，諭をまたない。条皇lリ也割の追捕ほ，畿内及びその  

川辺を中心にして，ほぼ全仁削こわたっている。 【卦射地方においても，条里に対する閻′山よ，すでに  

大正期から見られたが，戦後，昭利30年代より，地即学者によって，詳細な研魂が行われるように  

なった。前橋市においても，旧上川淵村，下川淵村，元総社の各地区に，その痕跡を認めることが  

川来る。本調査地な含む11≡しと川淵村内にも，地割が比較的昭然と残っている。地如こも，『上両  

家』，『‾F‘l軒家』（一‾細家」の履か？），『後糊』（「空阻地」の転か？）等があり ，古代の土地制度  

の名残を化しわせる。又，肌治34年，前楠市へ編入された大字の一つに，『市之坪』がある。ここは  

上野国府推定地の兢南の里でもあり，条里制施行の際に付与された，序数の『一ノ坪』であろうと  

考えられる。このように本確認訓査J机ま，基城（圭一●墳榔）と，条里集落の・州りの場所として，居住  

空lⅢが予想されるのである。  

※往『前橋市史』雛l巻（1971咋）  

．鋼 査 地川 二辺 の 航空 写 実  
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Ⅲ 確認調査の経過と概要  

確認制在の前段附として，昭和57年5月ど川，調宜区域Ⅵマッピングを子二i■った。6月14日，  

l夏域の杭fI■ちを行い，範【川を確認した。6JJ16l1より試抑を開始した。調査区城ほ，7‡‡のl剃こ見  

られるように，A，B，C，DlヌニとLた。A，B区は道路のE掛側半分な虻め，水川・畑地となって  

いた部分であるが，遺物の散布ほ見られなかった。裏側郁分のC，Dlメニほ桑畑として利川されてお  

り，少数の二t二相律封ナ，須恵墨片の徴イけが見られた。諏肌ノブ法は各区ごとにトレンチを設定し，遺構  

が確認され次第，順次拡張するノノ法なとった。   

Ⅳ 基本土層  

本選跡地の焼払層位甘 以下のようであった。  

I周 表二1二。夫l去褐色を帯びた耕作二王二。ややしまりがある。約30c調。  

II周正昭引軋黒肌色二】∴。多品のB厭石が混じる。所々，鉄分の凝縮と且りっ   

れる茶褐色二卜粒を含む。約12c〃Z～17c調。  

旧慣粧鮎な用びたさ、lよ袖色土。やわらかい。約10cm～20c椚。  

Ⅳ層 鮎俳な用びた茶硯色土。やわらかい。少最のC軽才イを含む。朗々，   

別掲色上粒な含む。約5用～20cm。  

V層 砂賢鮎崇瀾赴二l二。少放のC軽イニrを含む。約4c調～9cm。  

Ⅵ周 粘件を帯びた宝・用る色土。多情のローム机 少量のC恨イー沌骨む。約  

50cガJ～55cガi。  

Ⅴ トレンチ調査の概要   

OAl亘 仰2？托トレンチを＝ノl捌こ設定した。地表から約32c椚の桝にB雌イ砕け瀾忍された。濁水   

のため，排水と†井口Lて，同地偏面を精査し，遺構の検出を訊んた。  

OBl式 幅2†7＝、レンチを土ヒ狸に設定した。地表から約′18c〃！¢）両で，B腔イ引習が確認された。A  

【さ二同様，湧水が甚しいため，排水作業と併行して，同地瀬川Iiな精宜し，遺構の棟＝な試みた。  

OC区 腑2†r乙トレンチを士ど；射こ設定した。地表から約2血Ⅶの面で，B・軒什楢を碓認した（）約80c椚   

の深さで，ロームの層に達した。A，B区剛軋 水の山が激しかった。闇≠lj部分に黒色な′Jけびた   

二l二壌の広がりがあり，その部分的150′′ヂにわたって土な耕倹し，追捕の検州を試みた。  

OD区 遺構の存在が最も廉く予想される箇所のため，全面仰山こ鋸り広げた。地表から約52c〃iのIT11   

で，B曜ホ層を碑闇した。約1．2†7もの探さで全面にわたり，大粒で，多品のC曜石を含むローム   

面に達した。  

叫 6 －・   



調 査 地 及 び ト レ ン チ 位 置 図   



A 区  

〔東西地屑断面図・第2トレンチ〕  

L＝90．00 3 2 

・、一一」－  
1  

1．茶机色l∴耕作二卜、やわらかい。  

2．茶補色二l∴ 所々にl畔姑補色の塊（鉄分の凝休したものか）を含む、  
砂留を肺びぁが、ややしまりがある。  

3．県軋軋1∴ 多凝のIi粧イ「を含む、少i．i二のC軽々】■を含む、所々に茶  
机色の塊（鉄分ⅥⅧ雄したものか）を含む、砂軋  

〔南北地屑断面図・第3トレンチ〕  

1．茶硯色二1∴ やわらか  

2．黒灰色二1∴ 多jli二のB  
砂乍ノfである  

B 区  

〔束出川血欄柚1i図・第1トレンチ〕  

1．茶礪色二上，刃＝1ミニL。   

2．㌔．l．‡灰色二卜．柔l！，かく、やや拙作を肺びる。   

3．茶褐色土．柔らかく、やや砂賢を珊びる。   

4．劇場色土．砂朋、かたく、しまっている。  

〔南北地層断面図・節3トレンチ〕  

2  3   



4   5  

4．本状也」∴少抽のC頼イr、ローム枇を含む、I折々に茶補色二11粒（鉄分の凝廉か）が兄られる、  
砂賢を鼎びるが、やや捏津l三を鞘びた部分も見られる。  

5．≠．則火色土．所々に茶褐色二Ⅰ一粒（鉄分の凝廉か）を含む、砂朋であるが、やや粘′Mミを・肝びた剤分  
も兄られる。  

含む、l牲机色土根（鉄分の凝放か）  
、やや朴．性を珊びた部分も見られる。  

1   6  
E  

5  8  5  

5．よl．湖北二l二．多jiモク）B頼イほ含む、砂亨ノf。  

6．よl用也二l∴ 少最のⅣ軒れを含む、所々に塊状の茶補色⊥粗（鉄分の  
凝集したものか）を含む、砂乍守。   

7．鍼灰色土．多量のB軽石を含む、所々に茶瑚也土地（鉄分の  
凝兆したものか）を含む、砂吼  

8・畏硯色二1二．少ゴ】とのB輯イ「を含む、  
所々に卦湖色ニヒ親が見られる、砂肝。  

5．甜伏也二l∴ 多煎のB軽イ了を含む、所々に茶補色、二L粗か見られる、砂駅。   

1．茶補色土．耕作土。   

2．茶棚也土．やや砂栗。   

3．州灰色ニ1∴柵恍を珊びろ¢   

4．茶棚色土．砂肝。  



C 区  

〔東西地屑l軒面図・錐2トレンチ〕  

12  
8  12 1  

1  8 13  9  

2 3 5 4  

1．黒伏虻＝∴ 多i．とのDお合几、少仙のC酎∴茶瞞也二＝上を含む、砂仇  

2．机色l∴少j－tのC軽イ「、F軽イf、井槻也ニヒ拉を含む、やや砂仇  

10  111 

6．槻色二仁．少子lとのC軽イi、F程れ、Ⅰ欄イJを含む、砂乍てを帯びる。  

やや抄17を梢びるか、所1  7．㌔メ．㌔硯也二l∴ 少  
粘性  、
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 4．．冊也＿l∴少；．tのC射r、紺色‥1叔を含む、やや桔任用びる、3よ川るい也。 9．茶硯也二仁．  

5．紺色土．鋸．モのロ・一ム拉を帥、少統のC軒を含む、鮒rl川砂貿であるが、所々  
に雷＝1．をji‡ぴた部分がある。  

〔南北地屑断面図・舞3トレンチ〕  

少   

1．茶純也二」∴少才lとのC寧≠イr、F頼れを合力、くモIr】l的に胡補色二1二柚（  

する、砂軋  
2．毀侠色卜．鋸■しのB車≠イrを含む、少子lとのC撃たイ「、I丁寧日子を含む、  

（鉄分の凝明か）を含む、砂朋  
3∴隅色二t∴ 多j●；：のC軽イJ、】・’中拓を含む、少jltの茶槻色二仁柑（j  

を含む、やや帖牲を常びる。  

6  5  

D 区  

（東西地桐漸吊l』〕  

1 

7】0 かくさん】0   

1∴茶硯色仁．少Fll．のC軽イ】■、ローム拉、黒色上村せ合旬、ややしまりがある。   

2．基局色二仁．少Jl！．のC中華イrを含む、価刷仰二、鉄分か瀾Ⅷしたと兄左八る明㈹  

色二卜拉が点イl‡する、紗軋  

3．黒伏色ニヒ．多jl‡．のⅠり車＝を含む、明槻色ニヒ粕（鉄分の昭雄か）を含む、砂軋   

4．≠メ．用他二1∴ 少‡ltのC軽イrを含む、やや相性を帯びる。  

1412  10  10   

5仁黒机色卜・多ムi＝のC軽イ√を含む、少jli二のド軽イほ、  

やや拙作を鼎びる、④JリややlリJるい色。。  
6・㍊∴色】∴多量のC柏イほ含む、少jl…二のド中日ほ含む、  

やや拙作を′；けぴる。  

7∴欄也二卜・少l－i・のC頼右、ローム枇、伏色二卜粒を含む、拙作  

を帯びる。  
2
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1．茶粥色二l二．耕作二卜。  

2．茶補色土  
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4．封補色二i∴ 少摘のC軽イJ、茶棚也二  

5．茶棚色・上．少封のC軽イ丁、ロー▼ム4   
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5  14  11  
．糊色二1∴ 少iIしのC棉イ∴茶硯色二上段を含む、砂仇   

14  

14∴】、㌔椙色l∴多最のC粧イ「を含む、少最のI千種イJ、茶硯色二上組  
を含む、抄仇  し
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 ．伏茶棚色二l∴少FILののプ．l、ち棉色土地を含む、やや砂田。  

り別け）机l．川  4．・酎軋t∴多ゴlとの茶棉色二卜杓（鉄分の鶴城か）を含む、少f．とのC軽れ、F軽イ∴ローム粒を含む、  
拙作を帯びる。  

的に肌用也ニヒ㍑  5．黒≠沌り∴少i．しのC頼イr、茶槻也二卜粒闇分の凝無か）を含む、仙、砂仇   

凝黒か）、蚊」湘  6∴棚色ヒ．少jパ・のC中＝一■、‖－ム粒、茶槻色二巨拉（鉄分の凝射りを含む、多大の拙作を帯びむ  

5   6  4  8  
9  9  

互上・州・のC鮒、状机色一冊似分の凝廉か）を仙、鋸′（  13・茶槻色二一∴少；li二の黒栂色十和を含む、柔らか〈、鵬し  

色二卜・多†■l．のt｝－ム粒を含む、少j．とのC軽イ√を含む、…ほ帯びる。14・茶硯色二L・多吊．の∴l、㌔硯也巨柑を含む、来らか〈、晰  
眈乱屑  

15．1・t机也二1∴搬札屑  

16．茹机色二】∴少吊．のC軽イ■－、F附∴11－ム枇、茶硯色二l潮似分か）を含む、  
粘什を描こぴ、しまりがある。  

17．茶栂色二1二、所々に明槻色ニヒ柑（鉄分か）を含む、砂賢。  

18・茶硯色土．少最のC転イr、F佃イ∴まi．㌔槻色二1∴粒あり、やや砂朋。  

也卜・鋸－iのC中＝■■を含む、少子lとのド軽イ∴机也二l湘を含む、抄仇  

也了】∴少f●とのC頼イ∴F机上、ローム抽を合t、砂仇  

色三上・少吊のC軽イf、ローム粒、よ純化土地を含む、多j．tの茶机色土   
柏（鉄分か）を含む、砂貿、所々粘性を肺びた部分もある。  

6・鵡栂色二l∴多j－l二のローム粗、燕補色二l二粒を含む、少吊：のC中贅イl・を含む、かたく、しまりかある。  

7仁捏硯七ニヒ・少ゴ1とのC軽れ、F璽丑、茶褐色」二粒を含む、しまりがある。  

8・腰茶補色二卜・少j■とのC軽イ√、砂粗、現場色二L枇を含む、やや粕鮎を珊びる、眈乱されたものか、ビニール袋力丹比。  

9・伏木袖也二1∴少捕のC軽れ茶褐色土地、黒潮也土枇を含む、やや柚鮎を鼎びる、⑧より明るい。   

軋硯色二卜枇（鉄分か）  

ゾるが、しまりがある。  
F軽れ、補色二卜枇を含む、やや  
しまっている。 ■か  
富む、やや拙作を珊中る。  

J、射州ミを鞘びる。  



Ⅵ 結 語  

本調査対象」也の銅奔前の：りこ洲よ，l川墾によってすべてが水‖，畑地，東側となっていた。校ヂ手址  

；榊こ先立って，前述のように碓認潮肋施した結果は，次の池りであった。  

（1）A区 水川址の存fl三を予想したが，それらしいものは検＝＝来なかった。  

（2）B区 Al茎二と同機，遺構の検‖＝ま見られなかった。  

（3）C区 調二狛i行は一lrliの桑畑であった。AI式，B区ほどりり塞が進んでおらず，遇ル‡の†／イ1三をイ想し  

たが，確たるものは検川日米なかった。西側約150すノダの部分に，才人地をイけびた．トI二蛾の広が  

りが見られたが，遺構には結びつかなかった。  

（4）D区 制査・h焼土粒らしきものも検JIlされたが，仰りさな遺構の光1日こほ結びつかなかった。   

前述のように，木確認調査地川辺には多くの文旧州勺進踵が見られる。Jム附りIl潜〃の惧lて二上に  

は，かつて百数十基に及ぷ大，小古墳がイ∫雄三したし，－上巳坪君－の一族の朝倉イl■も郵貯に拠ったと比】、  

われる。又，了！1イ帥像のもとでの」」也区画である『粂豊川り』のイ／二れも，桝究割こよって指摘されて  

きた。このような状態を鑑みて，確認調丑を突漉したのであったが，確たる遺構の検＝には結びつ  

かなかった。ただし，lii川虫より約250m火の地点で，前脚砧刊職戊化財発抑制布川による，後作州  

地造成に先☆っての光州調査が行われ √＝＝川助から川分J帥こかけてのものとノlいっれる圧侶跡／等が  

検川されている。  

作   業  机   昇  

一 8 －   



図 版  

A 区  

東西地層断面・第2トレンチ  

南北地層断面・第3トレンチ   



兼酉地層断面・第1トレンチ  

南北地層断面・第3トレンチ  

ト レ ン チ 全 県  

－10－   



班西地㈹断面・雛2トレソチ  

11   



D 区  

／ 東 西 地 層 断 面  

南 北 地 層 断 面  

全  

－12－   



調査地よ り八幡け＝与項をキ壬む  
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